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WebLogic Tuxedo コネクタは、WebLogic Server アプリケーションと Tuxedo 
サービスの相互運用を可能にします。以下に示す指示では、WebLogic Tuxedo 
コネクタをコンフィグレーションして、WebLogic Server リリース 6.1 と Tuxedo 
リリース 6.5 以降の相互運用を可能にする主要な手順について説明します。

注意 : WebLogic Server リリース 6.1 での WebLogic Tuxedo コネクタをコンフィ
グレーションする方法の詳細については、『WebLogic Tuxedo コネクタ 
プログラマーズ ガイド』を参照してください。

WebLogic Tuxedo コネクタのコンフィグ
レーション

この節では、NT/2000 プラットフォームにおける WebLogic Tuxedo コネクタの
コンフィグレーションの方法について説明します。

注意 : UNIX ユーザの場合は、「\」を「/」に置き換えて、適切に代替してくだ
さい。

1. WebLogic Server リリース 6.1 配布キットに含まれている WebLogic Tuxedo コ
ネクタのサンプルの 1 つから bdmconfig.xml ファイルをコピーして、
WebLogic Tuxedo コネクタの XML コンフィグレーション ファイルを作成し
ます。

.\examples\simpapp\bdmconfig.xml を 

.\config\mydomain\your_configuration_file.xml にコピーします。
BEA WebLogic Tuxedo コネクタ クイック スタート ガイド 1

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/wtc_admin/index.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/wtc_admin/index.html


1 WebLogic Tuxedo コネクタ クイック スタート ガイド
2. アプリケーションの環境に合うように、NWADDR の更新を含め、
bdmconfig.xml ファイルを編集します。Tuxedo 6.5 ユーザは、Interoperate 
要素を追加し、その要素を Yes に設定します。

3. your_configuration_file.xml ファイルへの変更を保存します。

4. XML コンフィグレーション ファイルの有効性を検証します。

> java weblogic.wtc.gwt.WTCValidateCF your_XML_configuration_file

5. ドメイン環境を更新します。

> .\config\mydomain\setEnv.cmd 

6. デフォルト サーバを起動します。

> .\config\mydomain\startWebLogic.cmd

7. Administration Console を起動します。

8. 必要に応じて、ドメイン ルートを右クリックし、[他のドメインの作成また
は編集 ] を選択します。左クリックして、リポジトリから mydomain を選択
します。

9. 左クリックして、[デプロイメント ] ブランチを展開します。

10. [起動と停止 ] ブランチを右クリックします。

11. [新しい StartupClass のコンフィグレーション ] を選択します。

[コンフィグレーション ] タブがアクティブになります。

12. [名前 ] を入力します。

例 : MyWTCStartup Class

13. [クラス名 ] に weblogic.wtc.gwt.WTCStartup と入力します。

14. [引数 ] を入力します。2 つ以上の引数を使用する場合は、それらをカンマで
区切ります。有効な引数は次のとおりです。 

BDMCONFIG:  この必須引数は、WebLogic Tuxedo コネクタの XML コン
フィグレーション ファイルの場所を指定します。

例 : BDMCONFIG=.\config\mydomain\wtc_config.xml

TraceLevel:  この省略可能な引数は、使用するエラー追跡のレベルを指定
します。
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WebLogic Tuxedo コネクタのコンフィグレーション
例 : 
BDMCONFIG=.\config\mydomain\wtc_config.xml,TraceLevel=100000

15. [失敗したらサーバを起動しない ] をチェックします。

16. [作成 ] をクリックします。

17. [対象 ] タブを選択します。

18. [選択可 ] リストから、myserver をクリックします。

myserver が強調表示されます。

19.右矢印ボタンをクリックします。

myserver が [選択済み ] サーバ リストに表示されます。

20. [適用 ] をクリックします。

21. [起動と停止 ] ブランチを右クリックします。

22. [新しい ShutdownClass のコンフィグレーション ] を選択します。

23. [名前 ] を入力します。

例 : MyWTCShutdown Class

24. [クラス名 ] に weblogic.wtc.gwt.WTCShutdown と入力します。

25. [作成 ] をクリックします。

26. WebLogic Server を再起動します。

これで、WebLogic Tuxedo コネクタが myserver にインストールされました。
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